
Resonance®

メタリック尿管ステント

Use a stent that resists 
compression.

Resonance® メタリック尿管ステント
はコイル状に巻いたワイヤ構造によ
り、開存性の維持に貢献します。

Keep urine flowing.

ステントが強い管外性圧迫を受ける
状況でも、尿のドレナージが可能
です。

Replace the stent 
infrequently.

ステントは最長 12 ヵ月間留置でき、
交換頻度を減らすことが期待でき
ます。

Provide
sustainable patency.



耐圧性のあるステント
Resonance メタリック尿管ステントは MP35N 合金か
らなり、長軸方向の柔軟性を損なうことなく、ラディ
アル 方 向 の 強 度 を 有します。In vitro 試 験 で は、
COOK 社従来のポリマ製ステントに比べて管外性圧迫
に対しより高い耐圧性を有することが確認されていま
す 2。

Resonance®メタリック尿管ステントは、
「従来の標準的なポリマ製ステントに
代わり、上部尿路閉塞症の管理に
使用できる製品」です1。



尿流を維持
ポリマ製ステントは側孔からドレナージしますが、Resonance® には側孔がなく、しっかり巻いたコイルの間隙から尿が
ステント内を通り、またステント外にしみ出ることで持続的にドレナージが可能です。

1 �López-Huertas HL, Polcari AJ, Acosta-Miranda A, et al. Metallic ureteral stents: a cost-effective method of managing benign upper tract obstruction. J Endourol. 
2010;24(3):483-485.

2 �Polcari AJ, Hugen CM, López-Huertas HL, Turk TM. Cost analysis and clinical applicability of the Resonance Metallic Ureteral Stent. Expert Rev Pharmacoecon Outcomes 
Res. 2010;10(1):11-15.

ステントの留置と抜去
ラディアル方向強度とドレナージメカニズムにより、Resonance メタリック尿管ス
テントは最長 12 ヵ月間の留置が可能です。頻回の交換が不要になることが期待
できます。Resonance メタリック尿管ステントは順行性または逆行性のいずれの
方法でも留置できます。シース内を通して同軸上にステントを挿入します。抜去す
る際は従来の膀胱鏡手技により鉗子または把持器を使用します。

ポジショニングシステム（イントロデューサ）
シースおよびステントポジショナ（プッシャ）は高い視認性を備え、腎盂側・膀胱
側のピッグテイルの留置位置を示します。

条件付MRI 適合（3テスラまで）
指定した MR 環境下で既知の危険性がなく、電子化された添付文書に記載した 
撮像条件等で MR 検査を実施可能です。
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Resonance® メタリック尿管ステントは、外因性の狭窄を考慮して設計されて
います。耐圧性が高く最大 12 ヵ月間留置することが可能なため、ステント交
換の頻度を減らすことが期待されます。強い外圧下でも、しっかりと巻かれた
金属製コイルが開存性を保ち、尿を持続的に排出します。
Resonance は、シースを挿入し、膀胱鏡を用いて抜去します。

Resonance®

メタリック尿管ステント

グローバル 
製品番号 カタログ番号 Fr 長さ（cm）

ステントおよびイントロデューサ（ポジショニングシステム）のみ
G34108 RMS-060020-R 6.0 20

G34109 RMS-060022-R 6.0 22

G34110 RMS-060024-R 6.0 24

G34111 RMS-060026-R 6.0 26

G34112 RMS-060028-R 6.0 28

G34176 RMS-060030-R 6.0 30
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